


試験片のサイズはすべて



る場合，および錆が剥離する場合の双方を含めて相関性
が認められ，���と���は耐候性鋼の腐食挙動をよく表
している。

4．環境因子の影響

　環境因子としてここでは，飛来塩分量�（mg/dm2/ 
day），硫黄酸化物量�（mg/dm2/day），年平均湿度�
（％RH），年平均風速�（m/s）および年平均気温�（K）
を用いた。
　鋼の大気腐食は湿潤時に進行し，湿潤時の腐食は基本
的には薄水膜下での電気化学反応として進行すると考え
られる13）




